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Case 6-2013: A 54-Year-Old Man with Recurrent Diarrhea 

(New England Journal of Medicine 2013 Feb 21;368(8):757-765) 

【Problem List】 

#01腹痛 

#02 下痢（非出血性、水様性） 

#03 食欲不振 

#04 嘔気、嘔吐 

#05体重減少(15.9kg/３ヶ月) 

#06食道粘膜病変/バレット食道 

#07胃前庭のびらん、胃炎 

#08十二指腸潰瘍(小窩の化生、Brunner 腺の過形成) 

#09横行結腸ポリープ 

#10 起立性低血圧 

#11 頻脈 

#12 小腸近位部の壁肥厚 

#13 小腸の拡張 

#14 小腸〜結腸の液体貯留 

#15 後腹膜リンパ節の腫脹 

#16 大動脈の石灰化 

#17 右肺下葉のすりガラス陰影 

#18 尿中ケトン体(+) 

#19 尿タンパク(+) 

#20 便中カリウム濃度高値 

#21 便中脂肪分高値 

#22 十二指腸中に Candida albicans, α溶血性連鎖球菌 

 

【Assessment】 

既往のない５４歳男性の繰り返す腹痛と下痢。便の性状は非出血性で水様性である。身体所見には特に異常

ないが、内視鏡検査からは消化管粘膜病変が明らかになった。画像所見上、胃から小腸にかけて液体貯留と

拡張が著明である。 


